
天
平
文
化
と
国
風
文
化
　
一
（
五
百
字
）

古
代
の
日
本
に
は
、
時
代
ご
と
に
特
色
の
あ
る
文
化
が
生
ま
れ
た
。
奈
良
時
代
に
栄
え
た
天
平
文
化
と
、
平
安
時
代
の

中
ご
ろ
に
栄
え
た
国
風
文
化
は
、
ど
ち
ら
も
都
を
中
心
に
発
達
し
た
文
化
で
あ
る
。

天
平
文
化
は
、
奈
良
に
都
が
あ
っ
た
奈
良
時
代
の
文
化
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
日
本
は
遣
唐
使
を
送
り
、
唐
の
進
ん
だ
制

度
や
文
化
を
学
ん
で
い
た
。
天
平
文
化
は
、
遣
唐
使
が
持
ち
帰
っ
た
唐
の
文
化
を
手
本
に
し
て
栄
え
た
。
仏
教
の
力
で
国

を
守
ろ
う
と
し
た
聖
武
天
皇
の
も
と
で
、
都
や
各
地
に
大
陸
風
の
寺
が
建
て
ら
れ
た
。
代
表
的
な
も
の
は
、
聖
武
天
皇
が

建
て
た
東
大
寺
の
大
仏
と
、
そ
の
宝
物
を
お
さ
め
た
正
倉
院
で
あ
る
。
正
倉
院
に
は
、
唐
や
、
さ
ら
に
西
の
国
々
か
ら
伝

わ
っ
た
楽
器
や
食
器
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
風
文
化
は
、
都
が
京
都
に
移
っ
た
平
安
時
代
の
中
ご
ろ
の
文
化
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
遣
唐
使
は
停

止
さ
れ
、
唐
と
の
行
き
来
が
減
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
に
取
り
入
れ
た
唐
の
文
化
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
日
本
の
風
土
や

生
活
に
合
っ
た
、
日
本
風
の
文
化
が
育
っ
て
い
っ
た
。
代
表
的
な
も
の
は
、
漢
字
を
く
ず
し
て
生
ま
れ
た
か
な
文
字
と
、

か
な
文
字
で
書
か
れ
た
文
学
で
あ
る
。
紫
式
部
の
源
氏
物
語
や
、
清
少
納
言
の
枕
草
子
が
生
ま
れ
た
。
貴
族
は
寝
殿
造
の

広
い
屋
し
き
に
住
み
、
日
本
の
風
景
を
え
が
い
た
大
和
絵
で
か
ざ
っ
た
。

唐
と
の
行
き
来
が
続
い
て
い
た
か
、
と
だ
え
て
い
た
か
が
、
二
つ
の
文
化
の
ち
が
い
の
根
も
と
に
あ
る
。

課
題
一
　
こ
の
文
章
を
百
十
字
以
内
で
要
約
し
よ
う
。

課
題
二
　
比
べ
て
い
る
観
点
を
二
つ
書
こ
う
。

①②

デルバト　derubato.app 1/5 無料で印刷・配布できます



天
平
文
化
と
国
風
文
化
　
二
（
千
字
）

古
代
の
日
本
に
は
、
時
代
ご
と
に
特
色
の
あ
る
文
化
が
生
ま
れ
た
。
奈
良
時
代
に
栄
え
た
天
平
文
化
と
、
平
安
時
代
の

中
ご
ろ
に
栄
え
た
国
風
文
化
は
、
ど
ち
ら
も
都
を
中
心
に
発
達
し
た
文
化
で
あ
る
。

天
平
文
化
は
、
奈
良
に
都
が
あ
っ
た
奈
良
時
代
の
文
化
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
日
本
は
遣
唐
使
を
送
り
、
唐
の
進
ん
だ
制

度
や
文
化
を
学
ん
で
い
た
。
天
平
文
化
は
、
遣
唐
使
が
持
ち
帰
っ
た
唐
の
文
化
を
手
本
に
し
て
栄
え
た
。
仏
教
の
力
で
国

を
守
ろ
う
と
し
た
聖
武
天
皇
の
も
と
で
、
都
や
各
地
に
大
陸
風
の
寺
が
建
て
ら
れ
た
。
代
表
的
な
も
の
は
、
聖
武
天
皇
が

建
て
た
東
大
寺
の
大
仏
と
、
そ
の
宝
物
を
お
さ
め
た
正
倉
院
で
あ
る
。
で
は
、
だ
れ
が
こ
の
文
化
を
担
っ
た
の
か
。
天
皇

と
貴
族
、
そ
し
て
僧
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
は
大
仏
を
作
る
命
令
を
出
し
、
僧
の
行
基
は
人
々
を
ま
と
め
て
大
仏
作
り
に
協

力
し
た
。
鑑
真
は
何
度
も
失
敗
し
な
が
ら
唐
か
ら
日
本
に
わ
た
り
、
正
し
い
仏
教
の
教
え
を
伝
え
た
。

正
倉
院
に
は
、
聖
武
天
皇
が
使
っ
た
品
々
が
、
千
年
以
上
も
前
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
正
倉
院
は
、
東
大
寺
の
大
仏

殿
の
北
に
建
つ
、
高
床
の
木
造
の
倉
で
あ
る
。
五
本
の
弦
を
持
つ
琵
琶
に
は
、
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
楽
器
を
ひ
く
人
の
絵
が

は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
白
い
ガ
ラ
ス
の
器
は
、
は
る
か
西
ア
ジ
ア
で
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
正
倉
院
の
宝

物
は
、
唐
の
都
の
長
安
を
通
っ
て
、
海
を
こ
え
て
日
本
ま
で
運
ば
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

同
じ
こ
と
を
、
国
風
文
化
で
見
て
み
る
。
国
風
文
化
は
、
都
が
京
都
に
移
っ
た
平
安
時
代
の
中
ご
ろ
の
文
化
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
遣
唐
使
は
停
止
さ
れ
、
唐
と
の
行
き
来
が
減
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
に
取
り
入
れ
た
唐
の
文
化
を
も
と
に
し
な

が
ら
、
日
本
の
風
土
や
生
活
に
合
っ
た
、
日
本
風
の
文
化
が
育
っ
て
い
っ
た
。
代
表
的
な
も
の
は
、
漢
字
を
く
ず
し
て
生

ま
れ
た
か
な
文
字
と
、
か
な
文
字
で
書
か
れ
た
文
学
で
あ
る
。
国
風
文
化
を
担
っ
た
の
は
、
藤
原
氏
を
は
じ
め
と
す
る
貴

族
と
、
宮
中
に
仕
え
た
女
性
た
ち
で
あ
る
。
藤
原
氏
は
、
む
す
め
を
天
皇
の
き
さ
き
に
し
て
力
を
に
ぎ
り
、
は
な
や
か
な

生
活
を
送
っ
た
。
そ
の
き
さ
き
に
仕
え
た
紫
式
部
や
清
少
納
言
は
、
か
な
文
字
を
使
っ
て
、
宮
中
の
生
活
や
人
々
の
心
を

書
き
あ
ら
わ
し
た
。

源
氏
物
語
は
、
紫
式
部
が
か
な
文
字
で
書
い
た
長
い
物
語
で
あ
る
。
主
人
公
の
光
源
氏
と
い
う
貴
族
を
中
心
に
、
宮
中

の
人
々
の
恋
や
悲
し
み
が
、
こ
ま
や
か
に
え
が
か
れ
て
い
る
。
漢
字
だ
け
で
は
書
き
表
し
に
く
い
、
日
本
語
の
話
し
言
葉

に
近
い
言
い
回
し
や
、
心
の
細
か
な
動
き
が
、
か
な
文
字
に
よ
っ
て
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漢
字
を
学
ぶ
機
会
の
少
な

か
っ
た
女
性
た
ち
が
、
か
な
文
字
を
得
て
、
多
く
の
文
学
作
品
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
唐
と
の
行
き
来
が
と
だ
え
る
中
で
、
外
か
ら
入
っ
て
き
た
も
の
が
、
時
間
を
か
け
て
日
本
の
も
の
に
作
り

か
え
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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天
平
文
化
と
国
風
文
化
　
二
（
千
字
）
　
課
題

課
題
一
　
こ
の
文
章
を
二
百
十
字
以
内
で
要
約
し
よ
う
。

課
題
二
　
比
べ
て
い
る
観
点
を
三
つ
書
こ
う
。

①②③

デルバト　derubato.app 3/5 無料で印刷・配布できます



天
平
文
化
と
国
風
文
化
　
三
（
千
字
・
硬
い
語
彙
）

古
代
の
日
本
に
は
、
時
代
ご
と
に
特
色
の
あ
る
文
化
が
生
ま
れ
た
。
奈
良
時
代
に
栄
え
た
天
平
文
化
と
、
平
安
時
代
の

中
期
に
栄
え
た
国
風
文
化
は
、
い
ず
れ
も
都
を
中
心
に
発
達
し
た
文
化
で
あ
る
。

天
平
文
化
は
、
奈
良
に
都
が
置
か
れ
て
い
た
奈
良
時
代
の
文
化
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
日
本
は
遣
唐
使
を
派
遣
し
、
唐

の
先
進
的
な
制
度
や
文
化
を
学
ん
で
い
た
。
天
平
文
化
は
、
遣
唐
使
が
持
ち
帰
っ
た
唐
の
文
化
を
規
範
と
し
て
栄
え
た
。

仏
教
の
力
で
国
家
を
守
護
し
よ
う
と
し
た
聖
武
天
皇
の
も
と
で
、
都
や
各
地
に
大
陸
風
の
寺
院
が
建
立
さ
れ
た
。
代
表
的

な
も
の
は
、
聖
武
天
皇
が
建
立
し
た
東
大
寺
の
大
仏
と
、
そ
の
宝
物
を
収
蔵
し
た
正
倉
院
で
あ
る
。
天
平
文
化
を
担
っ
た

の
は
、
天
皇
と
貴
族
、
そ
し
て
僧
で
あ
る
。
聖
武
天
皇
は
大
仏
建
立
の
命
令
を
発
し
、
僧
の
行
基
は
民
衆
を
組
織
し
て
大

仏
建
立
に
協
力
し
た
。
鑑
真
は
幾
度
も
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
唐
か
ら
日
本
に
渡
航
し
、
正
統
な
仏
教
の
教
え
を
伝
え
た
。

た
と
え
ば
、
正
倉
院
に
は
、
聖
武
天
皇
が
使
用
し
た
品
々
が
、
千
年
以
上
前
の
姿
の
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
。
正
倉
院

は
、
東
大
寺
の
大
仏
殿
の
北
に
位
置
す
る
、
高
床
の
木
造
の
倉
庫
で
あ
る
。
五
本
の
弦
を
持
つ
琵
琶
に
は
、
ラ
ク
ダ
に
乗

っ
て
楽
器
を
奏
で
る
人
物
の
絵
が
は
め
こ
ま
れ
て
い
る
。
白
い
ガ
ラ
ス
の
器
は
、
は
る
か
西
ア
ジ
ア
で
製
作
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
正
倉
院
の
宝
物
は
、
唐
の
都
の
長
安
を
経
由
し
て
、
海
を
越
え
て
日
本
ま
で
運
搬
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

で
は
、
国
風
文
化
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
国
風
文
化
は
、
都
が
京
都
に
移
っ
た
平
安
時
代
の
中
期
の
文
化
で
あ
る
。
こ

の
時
期
、
遣
唐
使
は
停
止
さ
れ
、
唐
と
の
往
来
が
減
少
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
に
摂
取
し
た
唐
の
文
化
を
基
礎
と
し
な
が

ら
、
日
本
の
風
土
や
生
活
に
適
合
し
た
、
日
本
風
の
文
化
が
育
っ
て
い
っ
た
。
代
表
的
な
も
の
は
、
漢
字
を
く
ず
し
て
生

ま
れ
た
か
な
文
字
と
、
か
な
文
字
で
記
さ
れ
た
文
学
で
あ
る
。
国
風
文
化
を
担
っ
た
の
は
、
藤
原
氏
を
は
じ
め
と
す
る
貴

族
と
、
宮
中
に
仕
え
た
女
性
た
ち
で
あ
る
。
藤
原
氏
は
、
娘
を
天
皇
の
后
に
し
て
権
力
を
掌
握
し
、
華
や
か
な
生
活
を
送

っ
た
。
そ
の
后
に
仕
え
た
紫
式
部
や
清
少
納
言
は
、
か
な
文
字
を
用
い
て
、
宮
中
の
生
活
や
人
々
の
心
情
を
表
現
し
た
。

た
と
え
ば
、
源
氏
物
語
は
、
紫
式
部
が
か
な
文
字
で
記
し
た
長
編
の
物
語
で
あ
る
。
主
人
公
の
光
源
氏
と
い
う
貴
族
を

中
心
に
、
宮
中
の
人
々
の
恋
愛
や
悲
哀
が
、
繊
細
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
漢
字
の
み
で
は
表
記
し
に
く
い
、
日
本
語
の
話

し
言
葉
に
近
い
言
い
回
し
や
、
心
情
の
微
細
な
動
き
が
、
か
な
文
字
に
よ
っ
て
表
現
可
能
に
な
っ
た
。
漢
字
を
学
ぶ
機
会

の
少
な
か
っ
た
女
性
た
ち
が
、
か
な
文
字
を
獲
得
し
て
、
多
く
の
文
学
作
品
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
相
違
は
、
唐
と
の
往
来
が
継
続
し
て
い
た
か
否
か
に
由
来
し
て
い
る
。
外
部
か
ら
流
入
し
た
も
の
が
、
時
間
を
か

け
て
日
本
固
有
の
も
の
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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天
平
文
化
と
国
風
文
化
　
三
（
千
字
・
硬
い
語
彙
）
　
課
題

課
題
一
　
こ
の
文
章
を
二
百
十
字
以
内
で
要
約
し
よ
う
。

課
題
二
　
比
べ
て
い
る
観
点
を
三
つ
書
こ
う
。

①②③

デルバト　derubato.app 5/5 無料で印刷・配布できます


